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2025年4月までの日本海におけるスルメイカの調査結果と漁況 

 

 

【本報告書の概要】 
(1)2024年10月に実施したスルメイカ稚仔調査では、スルメイカ幼生の平均分布密度は2023年および過去5年

（2019年～2023年）平均を下回った。 

(2)2025年1月～3月の小型いか釣り漁業等によるスルメイカ（生鮮）の漁獲量は、日本海沿岸域全体で、前年並で

過去5年（2020年～2024年）平均を下回った。 

 

 

  





 

2 日本海沿岸域におけるスルメイカ漁況の経過 

日本海ではスルメイカは周年漁獲され、主な漁期は5月～12月である。近年では、年間漁獲量に占める1月～3月

の漁獲量の割合が増加している。主漁期では前年の秋（主に10月～12月）に生まれたスルメイカ（秋季発生系群）

が漁獲の中心となるが、主漁期終盤では前年の冬（主に1月～3月）に生まれたスルメイカ（冬季発生系群）も漁

獲される。また、1月～3月上旬にかけては冬季発生系群が漁獲の主体となり、3月中旬～4月は前年の春～夏に生

まれたスルメイカが漁獲される。このように、時期によって漁獲される個体の発生時期が異なる。 

前年の主漁期前半（2024年5月～7月）では、小型いか釣り漁業を主体とした生鮮スルメイカの漁獲量は日本海

沿岸域全体で過去5年（2019年～2023年）平均の23％であった（図3、4）。海域別に見ても、道北・道央、道南・

津軽がそれぞれ過去5年（2019年～2023年）平均の4％と22％、本州北部日本海と西部日本海はそれぞれ過去5年平

均の21％と36％であった。主漁期後半（8月～12月）は、道北・道央、道南・津軽および本州北部日本海がそれぞ

れ過去5年（2019年～2023年）平均の19％、41％および44％であったが、西部日本海では過去5年平均の124％であ

った。 

最新の漁況として、日本海沿岸全域における2025年1月～3月の漁獲量は、前年の80％、過去5年（2020年～2024

年）平均の37％であり、前年並で過去5年平均を下回った。海域別に見ると、本州北部日本海は前年の84％、過去

5年（2020年～2024年）平均の48％であり、前年並で過去5年平均を下回った。また、西部日本海では前年の40％、

過去5年（2020年～2024年）平均の5％であり、前年および過去5年平均を下回った。 





 

参考情報 2025 年度第 1回日本海海況予報 

2025年度第1回日本海海況予報＊2)では、4月中旬～6月の対馬暖流域の表面水温および50m深水温はともに「平年

並」（日本海海況予報における平年値は1986年～2015年の平均値）と予測された。 

*2) https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/press/pr2025/files/20250409_jpnsea-1st.pdf 
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